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l公共文通欄間I JR皿児島中央圃から

幸４番のりばから､カゴシマシティピ２－で約50 分･まち巡りバスで約30 分、

｢仙眉園嗣｣バス停‾F畢後すぐ

|自動●IJR 政児・中央・から111160km 4.て莉20牙1

駅餉から北東方向へ｡照国神社前経由で国道IC 巳を翻荷町へ嫌み､鳥詞トンネJし出口

付近から集成匍エリア｡駐車場は仙崩園駐車場｡巽人館貝孚者駐車喝が利用可衝。

|公共交通機関I JR鹿児１中央駅から

東11 振のりばから｡南四交通八Iス{伊敷団地縁､啄ヶ丘団地璋､本城縁}で約30 分、

「閔吉の藤水滴入口｣バス停‾F車､徒歩約8 分

|白・ 車I JR童児鳥中央●からglSICh･Iゆでit3C分;

駅前カヽら北東方向へ｡胆国神社前経由で国1110 号を北上し｡|上本町｣交差点を左折して

県道25 号へ｡約400m 尭の｢坂元入口丿交差点を左折し､約6krn先の下日 郵便局を過ぎた

右手41入口あり｡駐車場すぐ。

＊大雨による二1砂崩れのため立入禁止

l公共交通機閔I JR皿児１中央駅から

東3 幽 の りば か ら、

渓 谷 で 水 を せ き 止 め る 仕 組 み　　　　 取 水 口 跡
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【自勣車I JR鹿児島中央IRからM14krn 潅で約45 分丿

駅肋から北東方向へ｡回国神社的経由で国道10 弓を稲荷町方面へ進み､鳥越トンネル

手前で雇手の県酒16 号「蒲乍､吉田[Ｃ]方面へ｡この先以下2 ルートあり。

●魯山ふれあい公園駐廉恥へ〔１９１世ｉ凌入口五く〕

｢吉野支所入口｣交差点を右折し県逗215 号へ。

幻6km 先の左手に寺山ふれあい公園駐車場あり。

●臨時駐車鳩へ価 皿丿 歩丿入口近○

｢吉野町帯迫｣交差点を右折し約2.5km 先で県1220 号へ，

約1.5km 先の石手自然遊歩迫入口に臨時駐車場あり。
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「吉 野 疎 水 」集 成 館 側 水 路 跡

関吉の取水口から約７Ｋｍの疎水満を

経て導かれた水はシラス台地から勢

いよく流れ落ち､集成館工場群の水車

動力や｡用水4こ利用された。

高 炉( 熔 鉱 炉) 跡

大砲などの原料となる鉄を製造する

ために西津式 の溶鉱炉 がこ こに

建造されていた。

旧 集 成 館 機 械 工 場 心細､j,ｑ成.Ｒ

集成館で使われたさまざまな機械、
喘同類を整備碩修するための工場。

火山由来の凝灰岩で壁を辺つだ日本

最古の洋式石造懐械工場で､現在は
↑専物館として使われている。
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集康館月 辺の主？な遍稿や建ｌ をのぐる敵笑・ －ス

有 料 施 設 内 の 散 策 路

仙島 賎･尚＆集成朗や異人咄など､有111範聶の内部も

兌学Ｔ る敬策路
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反 射 炉 の 築 造

心 ～ ．

淘に・ した峨下を欧米5･lj強の嘔茫 力ヽら守 ろには

大型のy｣ ノン硲｡を･r･へた廻合が必要であると

考え た薩摩ｉ は。ヒ｣ ク･ニンの図面を 葡りに

目力で反射炉j.tｊ に酒Ｉ｡ 凹面 のド ームで火力

弔:反射させ､匈剔熱てなを昭かして大砲の籾§

:こ流し 込む;Iり9 である｡ 在来 の1.1工肢i;･]で切

右岑 組み。淘工 技咄て54 大煉 瓦を乞｡産。｜号炉

に矢 敗了るもそ の径２ぢ炉 か完宸｡ 大i!･!裂造

を行った。

鹿児 島紡績 所の 全容

聊.屁は迫揖が･|曳中1こ双るの みと な ご｣だ屁？,馬

腿,嘔所･てあるが. わが国 分,の機械式尨･栢Ｔ堀

とし'( 人きな役害)を果たした.動力となる蒸気

９.'5,･1や紡芯随似 はイギリス カヽら輸入され,石角

瓦葺 きの巨大な工揚1こａ 芦さ れた,残 された

刃而から;j.,原料の綿花を琉いて扁,をt] ち, 糸

を認 きI.そ れをもと1こ廠物を 硫るた めの侃Ｓ

群が整然と設７ されていたことがわかる．

20 ０ｍ

蒸気 機関 と鉄 柱

-

旧隻植郎棺ＭＴ 喝（現尚占１ 成胴Ｍ二は,男 児．

配砧砧同liで 便阿された蒸λ賊民のフ･7 イホ

イー几と紋ll が戮る,フライ爪イー刄は斗気

賎関の糾.仮 運動を安疋Ｌだ回転連旬.iに 夏え

るための婢 み車で. その巨 大さ は.肖 巧英 国

で･i 流だ-2 た祐績月ビ ー－ムエンジン の長ｌ

苓一男lj る. 鉄11:Ｊ上 部に蒸気劈ll の動力 を

各紡植嶮繊 に伝え.るための土4･到 シi,･フト）

を支える瓢能を･持っていた.

薩摩切 子 と薩摩 焼

肩:.･Llnjl,ｎｇ.収卜2図には集成配を哨lj=.Ｆりる

工jMｒ が 詳細:こ描かれており. 碩子細工 所

もあ る．当り｣､葉･il用 のビ ンなとの 裂造 を

徊-.､てい たが､ 硲さ れた製品に は略舶月 の

嘩]かり 取りと なるプリズ ムなど. 大型裂 河1

も９.られる､.･ｌ｣原切 子ぱこうし た銕術研自

の･ａ極で生 まれたと 考えられる クリ スタJし

カットクラスで､･富牟暁ととも:こ外同 人への

二=ｉ や､ 祓山池と しても士 涯されていた、

九 佃 大 ？ 昨1属 Ｓ ●ｌ ｒ 皿Ｆ, 聴 爽卜 電

九佇 で伐･ i`ｉ り 凧丿･7r 皿

’ 。１･Ｉ－’２‥。、「ぺ鹿 児 島 紡 績 所 跡

1865 年に藩命を受けて英国 へ密航した

薩摩藩英国留学生の一行には､集成館で

使用する紡績機械や蒸気機関を買い付け

る便節たちが随行していた｡紡績所では彼

らが輸入した機械を使って綿花から綿を

打ち､糸を紡ぎ､１００台もの織機で織物を

織っていた｡できあがった製品は大変上質

だったと記録されている。
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旧 鹿 児 島 紡 績 所 技 師 館( 異 人 館)

鹿 児島 紡 績所 に 蒸 気機 関 や 紡 績機 械 を 据 え

付 け､ 稼働 させ る た め に 英 国 人 技 師 た ち が

招 か れた｡ 彼 らは 和 瓦を 葺い たこ の木造 洋 館

を宿 舎と し､ 薩 摩の 人ぴ とに紡 績 の ノ ウ ハ ウ

を 教 え た｡ その 成 果 は 日 本 初 の 機 械 式 紡 績

工場 設 立と いう 形 で実 を結 び､ わが国 の 紡 績

業 に多 大な 功 績 を残 す こ とに な っ た。

旧 鹿児 島紡績所l支Si 髄( 異人 館)

・ 開 館 ８:3C-17: ３０( 年中無 休)

・ 入 館科 ２００円 小･ 中字生１００円

■駐 車場 ６台【無料】

・ 住 所 鹿児 島市吉野町9685-15

■T E L 099-247-3 ４01
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安政 烈 １ １８５４年

集 成 館 事 業

幕末の薩聚藩は欧米 列強のアジア進出に危吸

感を抱き､ いちはやく対応しようと試みた｡中

でも島津斉彬は産業や軍備の近代化が急務で

あると考え､富国強兵 と殖産興業を唱えた の

である｡集成館事業はそ の具体 策とし て計画

され､製鉄やガラス､陶器､薬品､織物などの製造

をはじめ､艦船の建造､大砲などの武器製造や

蒸 気機 関､電信､ 写真な どの技術開 発に至る

まで幅広く研究､製造を試みた｡これらの研 究、

生産施設群は1850 年代初頭から1860 年代と

いう極めて短い期間に整備､構築されている。

集成館 事業はまさし くわ が国 における産業

革命のさきがけであり､関連する遺産群は日本

近代 化の源となっ た大事業の痕 跡を未来に

伝えるものである。
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安政２年 １８５５年 薩摩馨親達の鳶気餓閥船客斤丸､甘運・成功．

安岐４年1857 年 ２琴反射炉か尭或.大砲の鱒康に成功．

安政5年1858 年 蔵●九で●喬舟､カッティンディーケら来訪．

寺山炭輿完成4島津賓彬皿死､客皿箇事霧箱小．

j・;･lj溥11116 ｕ11 1･ 泗 忿 皿､j μ11久 忿･ζ よ り1111allll,ljlllj.

文 久2 卑1862 年 生 麦 事 件 ．

文 久3 年1863 年 毫 実 嘸 令 で 集 威 館 焼 失 ．

塵 虞 曼年1865 年 集 成 重 機 輔 工 嫌 嫌 工 ．

塵 皿 ● 観 察 異･ 留 学 生 計19 名 寄 航 置 英 一
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